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【研究論文】
　次に、HV、p. 244であげてある下記のような例について考えてみる。
（113）（= HV, p. 244, （42））
a. cátamaràn húllabalòo rígamaròle
 óxygenàte álienàte
b. h pótenùse acétylène fòrmáldeh de
 amélioràte detérioràte
c. dòmicíliàte rècapítulàte dìfferéntiàte
 còunteríndicàte ìntercommúnicàte trànssubstántiàte
 cìrcumámbulàte dèphlogísticàte
　（113a）のcátamaràn、húllabalòo、rígamaròleは、（41），（62），（70），（88）と同じLLLH型であるが、
アクセントが異なるので下に派生を示す。
（114）cátamaràn, húllabalòo, rígamaròle
　　　Line 0 Project：L  x  x  x （x Avoid（x # OR
   L  L  L  H
 Edge：LLL （x  x  x （x
   L  L  L  H
 ICC：L cannot apply   （x（ Avoided
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 Head：L  x    x
  （x  x  x （x
   L  L  L  H
　　　Line 1 Edge：LLL （x     x
  （x  x  x （x
   L  L  L  H
 Head：L  x
  （x    x
  （x  x  x （x
   L  L  L  H
　この派生では、語末の音節が重音節なので、Project：Lが適用されるが、その際、回避制約（Avoid
（x #））は無視される（overridden）。また語頭の音節にアクセントが付与されるため、Edge：LLL
が適用される。ICC：Lは回避制約（Avoid （x（）のため適用できない。このようにして生じた二つ
の構成素の主要部を表すため、Head：Lが適用される。line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、
どちらが主強勢を担うかを示すため、Edge：LLLとHead：Lが適用されて正しいアクセントが生成さ
れる。
　次に（113a）のóxygenàteであるが、（33）、（44）、（64）、（89）と同じHLLH型であるが、アクセ
ントが異なるため以下に派生を示す。
（115）óxygenàte
　　　Line 0 Project：L （x  x  x （x Avoid （x #  OR
   H  L  L  H
  Edge：LLL vacuous
 ICC：L cannot apply   （x（ Avoided
 Head：L  x    x
  （x  x  x （x
   H  L  L  H
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　　　Line 1 Edge：LLL （x    x
  （x  x  x （x
   H  L  L  H
 Head：L  x
  （x    x
  （x  x  x （x
   H  L  L  H
　この派生では、語頭と語末の音節が重音節なので、Project：Lが適用されるが、その際、回避制約
（Avoid（x #）は無視される（overridden）。またEdge：LLLは空虚に適用される。ICC：Lは回避制
約（Avoid（x（）のため適用できない。このようにして生じた二つの構成素の主要部を表すため、
Head：Lが適用される。line 1ではline 0で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢を担うかを
示すため、Edge：LLLとHead：Lが適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（113a）のálienàteであるが、（68）と全く同じなので派生は省略する。さらに、（113b）の
h pótenùseであるが、（64）、（89）と全く同じなので派生は省略する。（113b）のacétylèneは（70）、
（89）と全く同じなので派生は省略する。（113b）のfòrmáldeh deは（69）、（90）と全く同じなので
派生は省略する。（113b）のamélioràteは（71）と全く同じなので派生は省略する。
　次は（113b）のdetérioràteを扱うが、（45）と同じLLLLH型であるが、アクセントが異なるので、
下に派生を示す。
（116）detérioràte
　　　Line 0 Project：L  x  x  x  x （x Avoid（x #  OR
   L  L  L  L  H
 Edge：LRL  x （x  x  x （x
   L  L  L  L  H
 ICC：L cannot apply    （x（　Avoided
 Head：L   x    x
   x （x  x  x （x
   L  L  L  L  H
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　　　Line 1 Edge：LLL  （x    x
   x （x  x  x （x
   L  L  L  L  H
 Head：L   x
   （x    x
   x （x  x  x （x
   L  L  L  L  H
　この派生では、語末の音節が重音節なので、Project：Lが適用されるが、その際、回避制約（Avoid
（x #）は無視される（overridden）。また語頭から二番目の音節にアクセントが付与されるので、
Edge：LRLが適用される。ICC：Lは回避制約（Avoid（x（）のため適用できない。このようにして
生じた２個の構成素の主要部を表すため、Head：Lが適用される。line 1ではline 0で生じた２個の
主要部のうち、どちらが主強勢を担うかを示すため、Edge：LLLとHead：Lが適用されて正しいアク
セントが生成される。
　次は（113c）のdòmicíliàte であるが、（45）、（116）と同じLLLLH型であるがアクセントが異な
るので以下で派生を示す。
（117）dòmicíliàte
　　　Line 0 Project：L  x  x  x  x （x Avoid（x #  OR
   L  L  L  L  H
 Edge：LLL （x  x  x  x （x
   L  L  L  L  H
 ICC：L （x  x （x  x （x
   L  L  L  L  H
 Head：L  x   x   x
  （x  x （x  x （x
   L  L  L  L  H
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　　　Line 1 Edge：LRL  x  （x   x
  （x  x  x  x （x
   L  L  L  L  H
 Head：L    x
   x   x   x
  （x  x （x  x （x
   L  L  L  L  H
　この派生では、語末の音節が重音節なので、Project：Lが適用されるが、その際、回避制約（Avoid
（x #）は無視される（overridden）。また語頭の音節にもアクセントが付与されるので、Edge：LLL
が適用される。次にICC：Lが適用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部を表すため、
Head：Lが適用される。line 1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示
すため、Edge：LRLとHead：Lが適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（113c）のrècapítulàteを扱うが、今までに扱わなかったアクセント型とアクセントを持つの
で下に派生を示す。
（118）rècapítulàte
　　　Line 0 Project：L （x  x  x  x （x Avoid（x #  OR
   H  L  L  L  H
 Edge：LLL vacuous
 ICC：L （x  x （x  x （x
   H  L  L  L  H
 Head：L  x   x   x
  （x  x （x  x （x
   H  L  L  L  H
　　　Line 1 Edge：LRL  x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   H  L  L  L  H
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 Head：L    x
   x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   H  L  L  L  H
　この派生では、語頭と語末の音節が重音節なので、Project：Lが適用されるが、その際、回避制約
（Avoid（x #）は無視される（overridden）。またEdge：LLLは空虚に適用される。次にICC：Lが適
用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部を表すため、Head：Lが適用される。line 1
ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示すため、Edge：LRLとHead：L
が適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（113c）のdìfferéntiàteであるが、（91）と全く同じなので派生は省略する。
　（113c）のcòunteríndicàteは、今までに扱わなかったアクセント型とアクセントを持つので下に
派生を示す。
（119）còunteríndicàte
　　　Line 0 Project：L （x  x （x  x （x Avoid（x #  OR
   H  L  H  L  H
 Edge：LLL vacuous
 ICC：L vacuous
 Head：L  x   x   x
  （x x （x x （x
   H  L  H  L  H
　　　Line 1 Edge：LRL  x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   H  L  H  L  H
 Head：L    x
   x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   H  L  H  L  H
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　この派生では、語頭の音節と、語頭から三番目の音節および語末の音節が重音節なので、
Project：Lが適用されるが、その際、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。また
Edge：LLLとICC：Lは空虚に適用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部を表すため、
Head：Lが適用される。line 1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示
すため、Edge：LRLとHead：Lが適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（113c）のìntercommúnicàteであるが、これも今までに扱わなかったアクセント型とアクセ
ントを持つので以下に派生を示す。
（120）ìntercommúnicàte
　　　Line 0 Project：L （x  x  x （x  x （x Avoid（x # OR
   H  L  L  H  L  H
 Edge：LLL vacuous
 ICC：L cannot apply      （x（Avoided
 Head：L  x    x   x
  （x  x  x （x  x （x
   H  L  L  H  L  H
　　　Line 1 Edge：LRL  x   （x   x
  （x  x  x （x  x （x
   H  L  L  H  L  H
 Head：L     x
   x   （x   x
  （x  x  x （x  x （x
   H  L  L  H  L  H
　この派生では、語頭の音節と、語末から三番目の音節および語末の音節が重音節なので、
Project：Lが適用されるが、その際、回避制約（Avoid（x #））は無視される（overridden）。また
Edge：LLLは空虚に適用される。ICC：Lは回避制約（Avoid（x（）のため適用できない。このよう
にして生じた３個の構成素の主要部を表すため、Head：Lが適用される。line 1ではline 0で生じた
３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示すため、Edge：LRLとHead：Lが適用されて正しい
－  8  －
アクセントが生成される。
　次は（113c）のtrànssubstántiàteであるが、これも今までに扱わなかったアクセント型とアクセ
ントを持つので以下に派生を示す。
（121）trànssubstántiàte
　　　Line 0 Project：L （x  x （x  x （x Avoid（x #  OR
   H  H  H  L  H （x（　Avoided
 Edge：LLL vacuous
 ICC：L vacuous
 Head：L  x   x   x
  （x  x （x  x （x
   H  H  H  L  H
　　　Line 1 Edge：LRL  x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   H  H  H  L  H
 Head：L    x
   x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   H  H  H  L  H
　この派生では、語末から二番目の音節を除くすべての音節が重音節なので、Project：Lが適用され
るが、その際、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。しかし、回避制約（Avoid（x（）
のために、語頭から二番目の音節の左に左境界は挿入されない。またEdge：LLLとICC：Lは空虚に
適用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部を表すため、Head：Lが適用される。line 
1ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示すため、Edge：LRLとHead：L
が適用されて正しいアクセントが生成される。
　次は（113c）のcìrcumámbulàteとdèphlogísticàteを扱うが、これらは全く同じLHHLH型であるが、
今までに扱わなかったアクセントを持つので以下に派生を示す。
－  9  －
英語の強勢について（その７）
（122）cìrcumámbulàte, dèphlogísticàte
　　　Line 0 Project：L  x  x （x  x （x Avoid（x #  OR
   L  H  H  L  H （x（　Avoided
 Edge：LLL （x   x （x  x （x
   L  H  H  L  H
 ICC：L vacuous
 Head：L  x   x   x
  （x  x （x  x （x
   L  H  H  L  H
　　　Line 1 Edge：LRL  x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   L  H  H  L  H
 Head：L    x
   x  （x   x
  （x  x （x  x （x
   L  H  H  L  H
　この派生では、語頭の音節と語末から二番目の音節を除くすべての音節が重音節なので、
Project：Lが適用されるが、その際、回避制約（Avoid（x #）は無視される（overridden）。しかし、
回避制約（Avoid（x（）のために、語頭から二番目の音節の左に左境界は挿入されない。また語頭
の音節は軽音節であるがアクセントが付与されるので、Edge：LLLが適用される。ICCは空虚に適
用される。このようにして生じた３個の構成素の主要部を表すため、Head：Lが適用される。line 1
ではline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示すため、Edge：LRLとHead：L
が適用されて正しいアクセントが生成される。
２．１．８．強勢転写で説明された語の場合
　次にHVが「強勢転写（Stress Copy）」を説明するためにあげた例を扱う。その前に、強勢転写の
定義を下にあげる。
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（123）（= HV, p. 247, （46）））
　　　Stress Copy
　　　Place a line 1 asterisk over an element that has stress on any metrical plane.
　　　「ライン１の星印を、いずれの韻律平面においても強勢をもつ要素に配置せよ」
　まず、次のような例について考えてみる。
（124）（cf. HV, pp. 248-250）
a. ínstrument, ìnstruméntal, ìnstrumèntálity
b. clássif  clàssiﬁcátion
 inﬂáme ìnﬂàmmátion
 condémn còndèmnátion
　HVは（124）のìnstrumèntálity、clàssiﬁcátion、ìnﬂàmmátion、còndèmnátionでは、各 í々nstrument、
ìnstruméntal、inﬂáme、condémn の強勢が生かされていると考え、前者の語の派生を考えるときに、
後者の語の第一強勢や第二強勢があった位置にSCにより星印をline 1上で付与しておく。
　まず、（124a）のìnstrumèntálityであるが、派生は次のようになる。
（125）ìnstrumèntálity
　　　Line 0 Project：L （x  x （x  x  x  x
   H  L  H  L  L  L
 Edge：LLL vacuous
 ICC：L（t） （x  x （x （x  x  x Avoid（x（ OR
   H  L  H  L  L  L
 Head：L  x   x  x
  （x  x （x （x  x  x
   H  L  H  L  L  L
 Line 1 SC vacuous
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 Edge：RRR  x   x  x）
  （x  x （x （x  x  x
   H  L  H  L  L  L
 Head：R     x
   x   x  x）
  （x  x （x （x  x  x
   H  L  H  L  L  L
　　　Line 2 SE  x    x
   x   x  x）
  （x  x （x （x  x  x
   H  L  H  L  L  L
 Edge：RRR  x    x）
   x   x  x）
  （x  x （x （x  x  x
   H  L  H  L  L  L
 Head：R     x
   x    x）
   x   x  x）
  （x  x （x （x  x  x
   H  L  H  L  L  L
　この派生では、語頭の音節と語頭から三番目の音節が重音節であるためProject：Lが適用される。
次にICC（t）が適用される（ICC（t）については、（その３）（46）参照）。このようにして生じた３
個の構成素の主要部を示すため、Head：Lが適用される。line 1ではまず、SCが空虚に適用される。
次にline 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示すためにEdge：RRRとHead：R
が適用される。line 2では語頭の音節と語頭から三番目の音節の持つ強勢のうち、どちらが強いかを
示すためにSE、Edge：RRR、Head：Rが適用され、正しいアクセントが派生される。
　次に、（124b）のclàssiﬁcátionを扱うが、派生は次のようになる。
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（126）clàssiﬁcátion
　　　Line 0 Project：L  x  x （x （x  x （x #　Avoided
   L  L  H  H  H Avoid（x（　OR
 Edge：LLL （x  x （x （x  x
   L  L  H  H  H
 ICC：L vacuous
 Head：L  x   x  x
  （x  x （x （x  x
   L  L  H  H  H
　　　Line 1 SC vacuous
 Edge：RRR  x   x  x）
  （x  x （x （x  x
   L  L  H  H  H
 Head：R     x
   x   x  x）
  （x  x （x （x  x
   L  L  H  H  H
 S
      x
   x   x  x）
  （x  x （x （x  x
   L  L  L  H  H
 SD
      x
   x    x）
  （x  x  x （x  x
   L  L  L  H  H
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　この派生で注意すべき事は、語末から三番目の音節が基底では長音節であり、派生の最後に短母
音にしなくてはならないということである。あとは他の語の派生と同じになる。語末の音節、語末
から二番目の音節および語末から三番目の音節が重音節なので、Projet：Lが適用されるが、その際、
回避制約（Avoid （x #）により語末の音節には適用されない。また、回避制約（Avoid（x（）は無
視される（overridden）。次に、語頭の音節にもアクセントが付与されるのでEdge：LLLが適用され
る。このようにして生じた３個の構成素の主要部を示すためにHead：Lが適用される。line 1ではまず、
SCが空虚に適用される。次に、line 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示す
ために、Edge：RRRとHead：Rが適用される。最後に単音化規則（Shortening）とSDが適用されて
正しいアクセントが生成される。10
（その８へ）
注
10　この「単音化」はHV p. 253では次のように定式化されている。
Shortening［= S］
　　　　　　　　　　　　　　*　　 .　 line 1
　　　　　　　　　　　　　 （*　　 *）　line 0
Ｘ　　Ｘ　　→　　Ｘ　　 / 　　　 Ｘ
Nucleus　　　　　Nucleus　　　　　Nucleus
　そして、この単音化は「閉音節の内部と、強勢のない音節の前、つまり、もっと厳密に言うなら、２項的韻律構成素の主
要部となっている音節の内部」で適用される。したがって、上の単音化は、後者の環境を定式化したものとなる。HV p. 253
参照。
　ここで問題が生じる。それは、このSは（126）のline 1では、２項的（binary）構成素の主要部にではなく、１項的（unitary）
韻律構成素の主要部に適用されているということである。したがって、このSは次のように修正する必要がある。
Shortening（modified）［= S（m）］
　　　　　　　　　　　　　　*　　 .　 line 1　　　　x　line 1
　　　　　　　　　　　　　 （*　　 *）　line 0　　　 （x　line 0
Ｘ　　Ｘ　　→　　Ｘ　　 / 　　　 Ｘ　　　　 or
 Nucleus　　　　　Nucleus　　　　 Nucleus
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